
   

 

 

 

 

 

 

京都府社会福祉協議会は、「つながりをとおして、だれもが尊厳をもって生きることができる 

京都」の実現を目指しています。このため、福祉の専門職としての人材育成と、働きがいと魅力

のある福祉職場づくりを支援しています。 

 

１．開催のねらい 

福祉の現場では、利用者本人だけでなく、その家族も日々の生活や将来に大きな不安や悩み

を抱えています。支援者には、利用者へのサービスの提供にとどまらず、家族の声に耳を傾け、

共に考え、信頼関係を築く姿勢が求められています。 

本研修では、家族から安心して相談される支援者となるための視点と具体的な対応方法をソ

ーシャルワークの技術から学びます。家族支援の重要性や現場での工夫を共有し、参加者一人ひ

とりが「相談してよかった」と思われる存在になることをめざします。 

 

２．主    催 社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 

 

３．受講対象  （種別を問わず）初任者・中堅・チームリーダー・管理者 

 

４．開催日時 

日 時 開催方法 定 員 

1月 23日（金） １０：００～１６：３５ ＺＯＯＭ   約５０名 

※研修にブレイクアウトルームによるグループワークが予定されているため、１人１台の PCのご用意をお願い

します。複数のお申し込みによる PCの台数準備が難しい場合は事務局へご相談ください。                                          

※オンライン環境の準備をお願いします。（府社協でのオンライン会場の準備はございませんので各事業所、各

自で準備をお願いします。Wi-Fiよりも LANケーブルをつないでの受講を推奨します。                                              

※同じ事業所から複数で受講する場合は、できるだけ離れて受講してください。                                  

※ZOOＭを最新バージョンに更新をしておいてください。（古いバージョンのＺＯＯＭでは画面が消える、音声

が聞こえないなどのトラブルが報告されております。） 

５． 受 講 料（税込） 

※賛助会員は非会員扱いとなりますのでご了承ください。 

※京都府社会福祉協議会の会員加入の方法については（０７５）２５２－６２９１までお問い合わせください。 

※この研修は課税対象研修です。インボイス適格請求書は受講決定通知とかねて発行させていただきます。 

 

 

会員・非会員の区分 受講料 

京都府社会福祉協議会 会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、計５,000円 

京都府社会福祉協議会 非会員施設・事業所職員 受講者 1名につき、計１０,000円 

この研修は、きょうと福祉人材育成認証制度の支援メニューです 

令和７年度家族が抱く「いたみ」への共感と解決への「共同」 

－障害者支援に携わる専門職の家族支援のスキルを磨く－ 

初任者・中堅・チームリーダー・管理者対象 

現場で活かせる技術シリーズⅢ 



６． 講   師 

 

 

 

 

 

 

 

７．プログラム （変更になる場合があります） 

時 間 内 容 

１０：００～１０：０５ オリエンテーション 

１０：０５～１１：００ 

休憩 

１１：１０～１２：３０ 

【講義】家族・家庭の機能と役割 

     家族が障害を受容するプロセス（家族が抱く「いたみ」の変化） 

【演習】インテーク（初回）面接を考える／混乱している家族をどう迎えるか 

    ※具体的な面接技法について事例を用いて考えます。 

１２：３０～１３：３０ 休憩（１時間） 

１３：３０～１４：３０ 

休憩 

１４:４０～１６：１０ 

【講義】家族を理解することの難しさ（求められる質問力） 

    家族支援で求められるスキル（本人と家族への意思決定支援） 

【演習】解決志向アプローチを用いた支援の展開／家族の回復を目指す面接技法 

    ※解決志向アプローチは、家族の潜在能力やストレングス（強さ）を引き出

す技法として注目されています。 

１６：００～１６：３０ 意見交換・まとめ 

１６：３０～１６：３５ 受講後アンケート記入 

８．受講申込方法等 

（１）参加申込について 

令和 7年 12月 12日（金）１2：００までに、申込フォーム
（https://forms.gle/fsZG3dW6Vo9xB4xK8）よりお申し込みください。 

右記二次元コードからも申込できます。 

送信後、確認メールが送られてこない場合は必ず問合せ先までお電話ください。 

定員を超過した場合は抽選により受講者を決定します。 

※確認メールは受講を確定するものではありませんので御了承ください。 

（２）受講の可否については、１２月２４日（水）までに事業所あてに発送します。 

※１２月２５日（木）になっても届かない場合は下記お問合せ先まで御連絡ください。 

（３）受講料について 

受講料は、受講決定通知書に同封する「払込取扱票」により令和8年1月1９日（月）までにお支払いください。

払込手数料は御負担願います。なお、受講の事前取消し、当日の欠席の場合でも、受講料はお返しいたしませ

んので予め御了承願います。 

 

関西福祉科学大学 社会福祉学部 福祉創造学科 小口 将典 氏  

障害児・者支援施設での勤務を経て大学教員となる。専門は、ファミリーソーシャルワー

ク・ソーシャルワーク方法論・保育ソーシャルワーク。兵庫県・大阪府におけるサービス管理

責任者、相談支援専門員研修の講師。大阪府障がい者自立支援協議会ケアマネジメント

推進部会委員、兵庫県人材育成検討・人材育成ビジョン策定会議 座長など。年間約 1 万

人の福祉分野の職員に講演・研修を行っている。 

https://forms.gle/fsZG3dW6Vo9xB4xK8


（４）個人情報の取り扱いについて 

「申込フォーム」に記載された個人情報は、当研修の適正かつ円滑な実施の目的のみに利用させていただき
ます。参加者名簿に氏名・事業所名・役職名・職種を記載いたします。 

（５）写真・動画の撮影について 

本会の広報活動の一環として、XやインスタグラムなどのＳＮＳを運用しています。本研修についても写真や動

画を撮影し、それらをＳＮＳで公開する場合があります。写真や動画の撮影に同意されない場合は、申込フォー

ムの該当欄に☑をお入れください。おひとりでも承諾いただけない場合は、撮影を行いません。 

（６）領収証について 

すべての研修で領収証の発行は行っていません。 

 

 

本講座に関するお問合せ先 

京都府社会福祉協議会 京都府福祉人材・研修センター研修課  
〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町 375ハートピア京都 地下 1階 

TEL：０７５-２５２-６２９６   FAX：０７５-２５２-６３１２ 


